


口腔ケアをどのように実施しますか？



①口腔ケアとは？なぜするのか？

②口腔ケアをする上で大切なポイント

③機能的口腔ケアの実践

口腔ケアの為に知っておきたい３つのポイント



口の中の状態を綺麗に保つことで、歯周病や虫歯をはじめとする様々な
口にかかわるトラブルを予防し、それに伴う全身の健康状態の維持と向
上を目指すケアのことを指す。

•口の中を清潔に保つことで口腔機能の維持・回復につながる 

•体全体の健康や生活質の向上に繋がる 

•QOL（生活の質）の改善

口腔ケアとは？



口腔ケアの効果

口腔感染症の予防

口臭の予防

全身感染症の予防 
→肺炎

唾液分泌の促進

食欲の促進

脳機能の活性化

生活リズムの獲得 
→交感神経の調整

口腔機能の廃用予防



何の為に『口腔ケア』をするのか？
身体全体の健康向上に繋がる 

QOL（生活の質）の改善

『口腔ケア』



口腔ケアの種類は？
身体全体の健康向上に繋がる 

QOL（生活の質）の改善

『口腔ケア』



口腔ケアの種類
器質的口腔ケア

＊歯磨きやうがいを通じて、歯や歯茎・舌な
どに付着した食べかすや歯垢を除去し、口腔
内を清潔に保つためのケアを指します。 

＊口腔内を清潔にする器質的口腔ケアは口の
中の細菌の全体数を減らすことができるた
め、細菌が引き起こす歯周病や誤嚥性肺炎へ
の予防に繋がります。 

機能的口腔ケア

＊嚥下機能を鍛えるトレーニング
や口のマッサージなどによって、
食べたり話したりする口の動きの
維持や回復を目指すケアのことを
指します。



①口腔ケアとは？なぜするのか？

②口腔ケアをする上で大切なポイント

③機能的口腔ケアの実践

口腔ケアの為に知っておきたい３つのポイント



口腔ケアの種類は？
身体全体の健康向上に繋がる 

QOL（生活の質）の改善

『口腔ケア』

器質的口腔ケア

機能的口腔ケア



口腔送り込み期 咽頭期

嚥下圧 嚥下反射

先行期 
（認知期）

食物の認識 
視覚

食塊形成

摂食:食の認識 

口腔準備期
嚥下：食べ物を胃まで飲み込むこと

食道期

蠕動運動咀嚼
開閉口運動

器質的口腔ケアで大切なポイント



器質的口腔ケアで大切なポイント

口唇

舌

歯肉 
粘膜

唾液

残存歯

義歯
歯痛

＜口腔をみる評価項目＞

０＝健全 １＝不良 ２＝病的

０＝健全 １＝不良 ２＝病的
０＝健全 １＝不良 ２＝病的

口腔清掃



器質的口腔ケアの方法



口腔粘膜とは？

咀嚼粘膜 
　・部位：歯肉・硬口蓋 
　・角化重層上皮、骨と直接結合している

被覆（裏装）粘膜 
　・部位：口腔・頬・舌下面・ 
　　　　　口底・軟口蓋・歯槽粘膜 
　・非角化重層上皮

特殊粘膜 
　・部位：舌背 
　・舌背にある糸状・茸状・有郭乳頭からなる 
　・味蕾が局在し、感覚受容機能を有する

口の内側にある粘膜で、口腔上皮と呼ばれる重層扁平上皮と粘膜固有層と呼ば
れる結合組織から構成される

口腔上皮

結合組織



器質的口腔ケアの体験



口腔ケアの種類は？
身体全体の健康向上に繋がる 

QOL（生活の質）の改善

『口腔ケア』

器質的口腔ケア

機能的口腔ケア



機能（function）とは、 
　もののはたらきのこと　 
　構成している各要素や部分が担う固有の役割

口腔機能の維持・回復につながる 
体全体の健康や生活質の向上に繋がる 
QOL（生活の質）の改善

嚥下の各相の役割を理解 
その相を構成している要素の役割を知る

『機能的』『口腔ケア』



口腔送り込み期 咽頭期

嚥下圧 嚥下反射

先行期 
（認知期）

食物の認識 
視覚

食塊形成

摂食:食の認識 

口腔準備期
嚥下：食べ物を胃まで飲み込むこと

食道期

蠕動運動咀嚼
開閉口運動

機能的口腔ケアで意識したいポイントは？



（随意期） （不随意期）
口腔送り込み期 咽頭期

嚥下圧 嚥下反射

先行期 
（認知期）

食物の認識　

（不随意期）

食塊形成

口腔準備期 食道期

蠕動運動

感覚入力
予測

結果

機能的口腔ケアで意識したいポイント



疑核 
（舌咽・迷走）

CPG

弧束核

舌下神経核

三叉神経

舌咽・迷走神経

舌
咽頭

軟口

①末梢性感覚入力 
②意識・意欲・認知 
　　を高める刺激入力 
③嚥下惹起を促す 
　上位中枢からの入力

①

②
③

摂食嚥下リハビリテーション

舌

末梢性感覚入力

摂食嚥下リハビリテーション



摂食行動
空腹感

環境の認知

視床下部 
（動機づけ）

食物・非食物の識別

好き？嫌い？

食べる！ 
（企画） プログラム 運動実行

頭頂連合野

大脳辺縁系

前頭連合野 運動前野 
補足運動野 一次運動野

皮質脊髄路

感覚入力

運動出力

反射

皮質網様体脊髄路

皮質延髄路

末梢性嚥下

中枢性嚥下

＜食べるまでの脳内の流れ＞

視床下部

辺縁連合野

頭頂連合野
前頭連合野

側頭連合野

運動前皮質



大脳皮質

延髄小細胞性網様体
嚥下CPG

弧束核 
（NTS）

疑核 
（舌咽・迷走神経） 

舌下神経核

受容器 
（舌・歯・咽頭粘膜等） 
三叉神経・ 舌咽神経（GPN） 
迷走神経（上喉頭神経（SLN））

嚥下関連筋群

皮質延髄路

末梢性嚥下

中枢性嚥下

延髄

嚥下反射のメカニズム（中枢性・末梢性嚥下）



末梢性嚥下について
食塊が感覚受容器を刺激 

（舌・口腔粘膜・歯・咽頭粘膜）

弧束核

延髄網様体

舌下神経核 疑核

舌筋 咽頭筋・喉頭筋

三叉神経 舌咽神経 迷走神経 舌下神経

・感覚入力にて運動出力 
・連続性嚥下には末梢入力が必須

舌 咽頭筋

疑核 
（舌咽・迷走）

CPG

軟口蓋

弧束核

舌下神経核

三叉神経

舌咽・迷走神経



（随意期） （不随意期）
口腔送り込み期 咽頭期

嚥下圧 嚥下反射

先行期 
（認知期）

食物の認識　

（不随意期）

食塊形成

口腔準備期 食道期

蠕動運動

感覚入力
予測

結果

機能的口腔ケアで意識したいポイント



活動・動作

口が閉じれない 
口唇から涎が垂れる 

咀嚼動作ができない 
口が閉じない・開かない 

送り込み障害 
口の中に残留している 

味がわからない 
唾液が出ない 

身体機能・運動

①表情筋・頬筋 
（口唇閉鎖・口腔内保持） 

②咀嚼筋 
（咀嚼：開閉運動） 

③舌筋（食塊形成） 

④味・食感 
（味覚・触覚・唾液） 

食物の咀嚼と口腔内保持、味の伝達。

顔面神経

三叉神経

舌下神経

味覚：顔面・舌咽神経 
食感：三叉・舌咽神経

口腔準備期



顔面神経：運動



三叉神経

眼神経

三叉神経節

上顎神経

下顎神経

（触覚・痛覚・温度覚。味覚は除く）

input

output

咀嚼筋

舌：体性感覚

鼻腔・口腔粘膜



舌下神経：運動
外舌筋 内舌筋

オトガイ舌筋

茎突舌筋
舌骨舌筋

オトガイ舌骨筋

上縦舌筋

下縦舌筋
舌骨舌筋

垂直舌筋
横舌筋

下顎
舌骨

茎状突起 

（頭蓋骨）

・舌の外に起始をもつ 
・舌を大きく動かす、位置を構成

・舌の中に起始-停止をもつ 
・舌の形を変える



舌

顔面神経

迷走神経

舌咽神経

味覚 体性感覚

迷走神経

舌咽神経

三叉神経



嚥下圧向上

舌根挙上 
舌筋（内外舌筋） 
舌下神経

軟口蓋挙上 
口蓋帆張筋
三叉神経

咽頭筋収縮 
迷走神経 
舌咽神経 
（疑核）

①舌根の挙上 

②軟口蓋閉鎖 

③咽頭収縮筋

口腔送り込み期
嚥下圧の構成要素



活動・動作身体機能・運動
口の中に食物が残る 

鼻から水が出る 

咽頭内に食物が残る 

（喉頭蓋谷・梨状陥凹） 

ムセてしまう 

　　　（嚥下前・後） 

反射が出にくい（遅延）

①舌根の挙上 

②軟口蓋閉鎖 
　　　　（反射） 

③咽頭収縮筋 
　　　　（反射） 
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�
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舌筋

咽頭収縮筋

軟口蓋

嚥下圧（口腔送り込み期）



活動・動作身体機能・運動
口の中に食物が残る 

鼻から水が出る 

咽頭内に食物が残る 

（喉頭蓋谷・梨状陥凹） 

ムセてしまう 

　　　（嚥下前・後） 

反射が出にくい（遅延）

①舌根の挙上 

②軟口蓋閉鎖 
　　　　（反射） 

③咽頭収縮筋 
　　　　（反射） 

三叉神経

舌下神経

舌咽神経 
迷走神経

口腔送り込み期



舌咽・迷走神経

顔面神経

迷走神経

舌咽神経
味覚 体性感覚

迷走神経

舌咽神経

三叉神経

舌咽神経 
　支配筋：茎突咽頭筋 
　舌・咽頭粘膜の感覚 
　唾液分泌

迷走神経 
　支配筋：咽頭収縮筋 
　咽頭・喉頭の感覚 
　（咽頭神経・上喉頭神経） 
　内臓感覚・運動感覚 
　発声に関与（声帯閉鎖）

舌 咽頭筋

軟口蓋

筋紡錘が豊富！



①舌根の挙上 
　→舌圧 

②軟口蓋閉鎖 

③咽頭収縮筋

口腔送り込み期
嚥下圧の構成要素
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舌筋

咽頭収縮筋軟口蓋



講師が考える口腔送り込み期での舌圧の構成要素について

食塊

舌筋

軟口蓋

軟口蓋

舌根挙上
舌筋

食塊

①挺舌運動 ②挙上運動
③定位（位置） ④舌根挙上

舌根挙上



舌圧とは？
舌と口蓋が接触し、生み出される押す力

舌圧は嚥下において食塊を口腔から 
咽頭へ送りこむ最大の動力源である。

舌

軟口蓋硬口蓋



前後

上下

オトガイ舌筋 
（外舌筋）

オトガイ舌筋 
＋ 

上縦舌筋 
（外舌筋＋内舌筋）

挺舌運動・挙上運動の構成要素について

？

？



Closeな運動が必要の為には『キープ』が必要！

舌 舌

③定位（キープ）の構成要素について

外舌筋　＋　内舌筋　→　等尺性収縮（収縮キープ）



舌根挙上（舌圧）の構成要素について
舌尖 舌体 舌根

食塊

舌筋

軟口蓋
食塊

舌筋

軟口蓋 舌根挙
舌の圧を常にキープしつつ、分離が必要



①舌根の挙上 
　→舌圧 

②軟口蓋閉鎖 

③咽頭収縮筋

口腔送り込み期
嚥下圧の構成要素
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舌筋

咽頭収縮筋
軟口蓋



口蓋の解剖について



口蓋筋群の解剖について



口蓋舌筋

口蓋咽頭筋

口蓋（軟口蓋）

舌
舌骨舌筋
顎二腹筋

肩甲舌骨筋
胸骨舌骨筋

胸骨甲状筋

口蓋舌筋

口蓋咽頭筋

口蓋筋群と姿勢の関係性



①口腔ケアとは？なぜするのか？

②口腔ケアをする上で大切なポイント

③機能的口腔ケアの実践

口腔ケアの為に知っておきたい３つのポイント



（随意期） （不随意期）
口腔送り込み期 咽頭期

送り込み 
嚥下圧

①表情筋・頬筋 
（口唇閉鎖・口腔内保持） 

②咀嚼筋・舌骨上下筋群 
（咀嚼：開口・閉口運動） 
③舌筋 
④味・食感 
　＊味覚＊触覚＊唾液　

＊嚥下反射

先行期 
（認知期）

①舌根の挙上（舌圧） 

②軟口蓋閉鎖（反射） 

③咽頭収縮筋（反射） 

（不随意期）
認知 食塊形成

摂食:食の認識 

口腔準備期
嚥下：食べ物を胃まで飲み込むこと

食道期

蠕動運動

感覚入力 反射

機能的口腔ケアの実践



ガム（歯茎）マッサージ

口腔前庭
耳下腺：口腔前庭 
顎下腺・舌下腺 
　→舌下小丘（口腔底）



軟口蓋機能の評価・アプローチ




